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はじめに
　以下の「最終講義」は，すでに私が東京医科大学の
支援の下で主宰してきた日本詩学会の機関誌「SAP」
第8号（平成12年3月23日発行）に掲載したものに若
干の修正と注記を加えたものであることを，おことわ
りします．
　また，30分という制限の中では，講義の根本のスキ
ームを語る余裕はありませんでしたので，この機会に
記させていただきます．
　最初の題目は「ある墓碑銘の詩学とタナトロジー」
としていました．タナトロジー（thanatology）という
問題は，医療技術の進歩と末期患者のケアがここ30年
の問に三七的に先鋭化した結果，現代文明に突きつけ
られたもっとも困難な課題となってきました．たとえ
ば私が持っている1983年版の『ブリタニカ百科事典』
には，〈thanatology＞という項目はありません．しかし
インターネット化された現在のBritanica　Onlineには，
〈死〉への対処の文化的・民族的・宗教的・歴史的多様
性の記述を含め詳細な記載があります．またマイクロ
ソフトの『エンカルタ百科事典』はthanatologyの訳語
を〈死学〉として項目化しています．語源のthanatos
（タナトス）はギリシャ語で〈死〉ですから，医学辞典
などもこの訳語を使っているものがあります．ほかに
死生学と訳しているものもあります．
　現代のタナトロジーの「異様なまでの狙獄」
（Britannica　Online）の嗜矢となったキューブラ・ロス
のOn　Deαth　and　Dying（1969）にみられるように，タ
ナトロジーの中心はターミナルケアの問題です．そし
てターミナルケアの根本には，死にゆく人に，いかに
して平静なよい死を迎えさせるか，という善意がある
はずです．そしてこの善意を支えているのは，「生の完
成としての死」という観念あるいは思想です．
　注意しなければならないのは，この思想は究極的に
はきわめて宗教：的なものだということです．そのため，
かってのキリスト教のような確固とした宗教がないと
ころでは，ケアする側のパターナリズムに終わる場合
もありうるということです．
　ターミナルケアの困難1生は，「君の死（彼の死）は確
実だが，私は免除されている」という不条理な人間心
理にあると．Britannica　Onlineは指摘しています．たし
かにこれは不条理な心理ですが，ひるがえって考えて
みれば，人間の生の正常な反応であると言えます．第
二人称・第三人称の死は，人間は経験できます．しか
第一人称の死，私自身の死は経験できない，そのと
き私 もう死んでいて，経験機能を喪失している
「私は免除されている」という不条理な心理は，この一
人称の死の経験不可能性という人間経験の事実をポジ
ティブに表明した無意識の言語とも言えましょう．
　死を生の完成として迎えるのではなく，死は他人事
としてしかありえぬことのごとく，ひたすらにぶざま
にも生き抜こうとする人間の生き様も，現代のタナト
ロジーはみずからの視界に収めねばならないのではな
いか　　これが以下の本文のライトモチーフです．
　〈死学〉とく詩学〉となると，語呂合わせみたいです
が，詩学は生の深層に降り立とうとする学ですから，
＊本論文は2000年1月26日に行われた最終講義である．
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〈死学〉に対する〈生学〉とも言えるでしょう．「臨床
の死学」は「臨床の詩学」に先行されねばなるまい，
というのが私の本音のようです．
　今世紀後半になって様々の新しいものの見方がで
てきました．詩学という概念もその一つで，たとえ
ば平凡社の世界大百科事典は，「今日における詩学
とは，文化の，あるいは文化の創生にかかわる構造，
あるいは〈内在的論理〉とでもいうべきものの解明
の学になっている」と記しています．つまり文学の
一ジャンルとしての詩の理論研究というようなかっ
ての狭い概念ではなく，人間文化の本質を究めよう
とする試みを総称する概念になっています．
　では「文化」とは何か？これは，上記の百科事典
を開いてみると，近代以降様々の理論が登場してい
ますが，その中で最近広まっている考え方で，平明
だが私には最も共感できる考え方があります．それ
は，文化は「なによりも人間が豊かな意味を生きる
ところの体験である」とする考え方です．要するに，
文化とはなにか，という問いは，生きるとはなにか，
という問いになり，詩学はこの「生きる」という単
純な人間経験の暗闇に降りて，言葉では表し得ない
何ものかを体験しようという試みです．私たちの日
本詩学会がかれこれ15年間にわたって，津軽の
「山かけ」という祭りに出かけるのもそのためです．
この祭りは津軽平野に秋の稔をもたらす岩木山への
お礼参りの祭りですが，古い生が死んで新しい生が
始まる生命のリズムを構造化した，祭りという原始
的文化の発生原理をいまもなおとどめている，素朴
だがたいへんエネルギッシュな祭りです．今は世界
的にその名を知られるようになったアイルランド詩
人ヌーラ・二・ゴーノルが，5年前私たちに同行し
て，古代ギリシャのディオニソスの祭りの甦りみた
いだとこの祭りを讃えましたが，さすがに詩人の直
感は鋭いと思いました．私への手紙に，「自分は精
神的なディプレッションに悩んでいた．だが私は甦
った．あの祭りの，言語と文化の壁を超え集団的無
意識の中から爆発する生命的エネルギーが私を甦ら
せた」と書いていました．
日本詩学会の「山かけ」に参加したヌーラ・二・ゴーノル．1994年9月5日　岩木山神社賑祭宵山
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　このような暗闇の中に潜む人間の生命的エネルギ
ーの炎に触れ，そこから火を持ち帰ろうとすること，
それがく詩学〉です．その点では，詩学は最近見直
されるようになったVitalism（生気論，活力論）と
通じるところがあります．（注1）
　要するに，テーマはきわめて単純で，生きるとい
う人間経験を究め尽くすこと，です．私が長年親し
んできたシェイクスピアの偉大さはそこにありま
す．自分は今ここに確かに生きている，一瞬後には
死ぬかもしれない，しかし今生きているということ
は，紛れもない事実である，この単純な事実の意味
をとことんまで味わい尽くすこと，それが人間の人
間たる尊厳の証である　　シェイクスピアはその壮
大な戯曲大系のなかで，ただこのことしか言ってい
ない，といって過言ではありません．シェイクスピ
アの悲劇の最高傑作とされる「リア王』の核心をあ
らわす台詞は，
Men　must　endure
Their　going　hence，　even　as　their　coming　hither；
Ripeness　is　all．
人はみな耐えねばならぬ．
この世に生まれそして去っていくことに．
成熟がすべて．
　　　　　　　　　　（「リァ王』第5幕第2場）
　という言葉です．この最後の〈Ripeness＞という
語は「いのちのかぎり生きること」と訳してもまち
がいではありません．（注2）これは自分の領土を
分かち与えた娘たちに裏切られ，家臣から見放され，
裸同然となって嵐の荒野をさまようリア王が，絶望
と怒りで狂気同然となりながら，なぜまだその惨め
な生き様を晒し続けねばならないのか，観客がそう
いう問いを抱きそうになったその瞬間に，さりげな
く舞台に発せられるシェイクスピアの答えのような
言葉です．栄光と権力の頂から一気に人生のどん底
に落ちたこの痴呆症同然の老人に，もはやこの世は
生きるに値しない，しかしそのまったく空無にすぎ
ないこの人生を，耐え忍んで生き続けること，それ
が人間の人間たるすべてなのだ，シェイクスピアは
そう言っているのです．
シェイクスピアは50代前半で死んでいます．こ
のような激しい生哲学，あるいはVitalismは生命
力がそう衰えない年代だから，それを信じ得たとも
言えましょう．だが60代，70代に入っても，しか
も実人生で，なおこのような生命力を持続し，老い
れば老いるほど盛んな生命エネルギーの炎を燃やし
て死んでいった詩人がいます．それはW：B．イェイ
ッ，1923年にノs一一・一ベル文学賞を受賞したアイルラ
ンド詩人です．先年ノーベル文学賞を受けた大江健
三郎氏が受賞記念講演で，人生の締めくくりとして
書き上げた三部作の小説の「燃えあがる緑の木』と
いう題名が，イェイツの一つの詩‘Vacillation’か
らとられたものであることを語り，深いイェイツへ
の尊敬の念を込めた言葉を述べていたことはまだ記
憶に新しいことです．
　イェイツは，アイルランドの上院議員を7年間務
め，政治家としても活躍しましたが，本領は言うま
でもなく詩人であり，74歳で死ぬまで詩と戯曲を
作りつづけました．若年期の詩はいわゆるラファエ
ロ前派風のロマンチックな非予情詩が多いのですが，
晩年になっての詩は，人間存在の本質を挟ってダイ
ヤモンドのように堅く光り輝く作品ばかりといって
過言ではない．生半可な読み手を近寄せぬ断固たる
硬度をもつ生命の質があります．私がイェイツの殊
に晩年の詩に強く惹かれていったのは，この堅く輝
く生命の質の磁力ゆえです．その磁力はアイルラン
ドスライゴー州のドラムクリッフ教会のイェイッの
墓に刻まれた3行の墓碑銘に凝縮しています．
Cast　a　cold　eye
On　life，　on　death．
Horseman，　pass　by！
冷たい目を投げよ
生に，死に．
騎馬の人行け1
　この3行は，イェイツの「遺言の詩」といわれて
いる　‘Under　Ben　Bulben’「バルベン山の下」とい
う詩の最後の三行ですが，爾来難解で謎めいたこと
ばとしてイェイツ学者の問で様々な解釈がされてい
ます．それを紹介する時間はありませんが，総合的
に二つの解釈に絞れるでしょう．一つは生死に達観
した冷徹なまなざしを向け，生死を超えた超越的世
界に入り悟達することをすすめている，とする解釈．
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これは東洋的な，禅にも通じる考え方といえます．
いま一つは，この墓の前に立ち止まる人に対して，
イェイツー個のそれをもふくめて，およそ生と死の
問題などは冷たく無視して，さっさと立ち去り，自
らの過酷な人生を闘い，生き抜け，という語りかけ
であるとする解釈．
　申すまでもなく，私自身は，後者を選びます．前
のほうの解釈は，どうも抹香くさくて，肌に合いま
せん．すくなくとも定年退職してもまだくたばらん
ぞ，これからが俺の人生だ，と思っているかぎりは，
超越的世界で調達するなど，ごめんこうむりたい，
というのが本音です．そうはいっても，気力が衰え
たら，イェイッほど強靱な精神を持ち合わせぬ身は，
いつなんどき，宗旨がえしないともかぎりません．
人間は弱いものであります．
でしょう．彼は69歳のとき，友人から聞いたスタ
インナッハ手術（回春手術）を飛びつくように受け
ています．友人はまさかイェイッが本気で手術を受
けるとは思っていなかったのです．（注3）しかし
効果は絶大，生理的・科学的効果はともあれ心理的
効果は絶大であったようで，創作意欲は盛んになり，
新しい数人の女友達との親交も始まっています．そ
れとともに，というべきか，前からあった肺の欝血
症状の再発・舌のポリープの除去手術・心臓と肝臓
の疾患で重態に陥るなど，病のほうも盛んになって
います．
　さてこの墓碑銘の三行がどうして生まれたかにつ
いては，私たちの詩学会の会員である大阪市立大学
の山崎弘行教授の優れた研究があります．以下それ
を参考にしつつお話します．（注4）
　しかしイェイツは強かった．迫りくる死と戦いな
がら，死の二日前まで詩作を続けていました．彼は，
シェイクスピアのリアとおなじく，みずからの人生
をいのちのかぎり生きぬいた人です．
　彼は強靱な知性の人，精神の人でありましたが，
本質的には生命の人，Vitalistであったと言うべき
ドラムクリッフ教会のイェイツの墓．手前は妻ジョ
ージの墓．
　イェイッが公衆の前に姿を見せたのは，死の五ヶ
月前，1938年8月10日，アベイ座で彼の戯曲「煉
獄」が上演され，観客に原作者としてスピーチをし
たのが最後ですが，その夜自宅に帰ったイェイッを，
ウィリアム・ローズというリルケ研究家からおくら
れた本が待っていました．
　ドロシー・ウエズレイ夫人宛にイェイッはこう書
いています．
　一冊のリルケに関する論文集が，私を待っていま
した．そのなかのリルケの死の思想について書いた
論文に，私は不快になりました．私は余白にこう書
き付けました．
Draw　rein，　draw　breath，
Cast　a　cold　eye
On　life，　on　death．
Horseman，　pass　by！
「手綱を引き，息を吸え」という1行目を除いた
3行が，墓碑銘に刻まれたわけです．
　イェイツを不快にさせたリルケの死の思想は
わが国屈指のリルケ研究家である城眞一先生の前で
すから，正確に言うと，ローズが語るリルケの死の
思想は，人の死は，その人独自の死でなければなら
ない．死はその人の生の完成であり，死は生の最後
の開花であるという考えです．死を人生の到達すべ
き究極的目標とするようなこの死の受容の仕方に，
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イェイツはたまらないほどの嫌悪を感じた，という
ことが真相のようです．それは不快とか嫌悪感とか
いう生やさしいものではなく，イェイツ夫人が語っ
たところでは，イェイッはそのローズの本を床にた
たきつけたということです．
ローズはリルケの「マルチの手記」から，20世
紀初頭の病院で起こる死について書いた大要次のよ
うな一節を引いています．
　今では559のベッドで人々は死んでいく．当然大
量生産の死ということになる．かくも巨大な生産量
では，一一つの死がそれほど丹念に作られるはずがな
いが，それも問題にされない．…いったい現代にお
XV・　B．　Y£！X’fS　sirca　193r｝
Allan　Wade，　ed．　The　Letters　Of　VUB．　Yeats．　Rupert　Hart－Davis，1954．より．‘circa　1935’と記され
ているから，スタイナッハ手術を受けた（1934．4．5）あとの70歳頃のイェイツ．
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いて，仕上げの立派な死に方などに大金を払う人間
がいるものだろうか．…入念に死ぬ余裕のあったは
ずの金持ちさえ，だんだんむとんちゃくになりはじ
めた．自分に固有の死をもとうという願いはいよい
よまれになっていく．
　リルケが死を生の最後の開花とする，つまり死を
究極的価値，極言すれば，神と同じ位置に置くよう
な考え方に傾いていったのは，このような現代社会
に起こるようになった，〈mass　death＞への拒否か
らであったのであり，このリルケの死の思想は私た
ちの心に響くものがあります．昨今ターミナルケア
とかタナトロジーが問題になってきたのも，それゆ
えでしょう．誰だって，自分の死が，〈mass　death＞
の一つ，要するに〈量〉として扱われることを望み
はしない．一つのかけがえのない〈質〉として扱わ
れること，立派な死に方，リルケの言葉で言えば
「固有の死」を望むはずです．だがイェイツはこの
ような死への思い入れに，激しい嫌悪感を表明する
のです．ローズに著書を送ってもらったことに対す
る礼状に，彼はこう書いています．
　私は，このように死のことを思い詰め，死を重要
視することに嫌悪感を覚えました．これはわがアイ
ルランド文学には無縁な主題です．…私に重要にな
るかもしれないことをお示しいただき，厚く御礼申
し上げます．
　この手紙を受け取ったローズはさぞ面食らい，腹
が立っただろうと思います．これは礼状と言うより
は，絶縁状に近い．しかしイェイツには，断固とし
て譲れぬ一線があったのであり，それを率直に表明
せざるをえなかったのでしょう．頑固といえば頑固
ですが，このようなイェイツは，私にシェイクスピ
アを，そしてリア王を思い出させます．みずから余
命が幾ばくもないことをよく知りながら，彼は死の
ことを思い詰めることなど拒否し，むしろそれに激
しい嫌悪を感じていた．死はまるで眼中になく，死
をおそれず敵陣に突入する古代の英雄のように，あ
るいは濡れ鼠になって嵐の荒野をさまようリア王の
ように，ひたすらに生きた，といえます．
　イェイツは死の3週間前，女友達エリザベス・ペ
ラム夫人宛てに，次のような手紙を送っています．
　私はもう私の時間が長くないことをよく知ってい
ます．言わねばならぬことを言っておくために，省
けるものは全部省きました．…二・三週間すれば，
私の最も根本的な思想を書きはじめ，私の仕事を完
成する最後の仕上げをするつもりです．私は幸福で
す，そしてエネルギーに満ち溢れている感じです．
私がもはや失ったと絶望していたエネルギーに．ど
うやらやっと私は自分の欲していたものを見出した
ようです．そのすべてを一口で言えば，こうなりま
す，「人は真実を体現できる，しかしそれを知るこ
とはできない」と．私は私の生を全うすることで真
実を体現せねばならないのです．
　この手紙は，「私は死ぬ」ということと「私は生
きている」ということはイェイッの中ではまったく
次元の異なる無関係なことであることをあらわして
います．その心事は異様かと思われますが，そうで
はありません．このような死の捉え方の一つの流れ
が西欧にはあり，たとえばモンテーニュは，死を
「自然のどうでもよい出来事」といっています．ま
た古代ギリシャのエピクロスは，同じように，死は
恐ろしいことでもなんでもない，なぜなら，私たち
が生きているかぎり，そこに死はなく，逆に死が出
現したときは，私たちはもはや生きておらず，した
がって死を経験することもありえず，こうして死は
私たちにとって何物でもないからだ，と言っていま
す．これは，死が経験不可能なものであることを，
他人の死はそれを見ることによって経験できても，
自分の死は経験できない，ということを，鋭く指摘
しています．イェイツ以降のフランス哲学者サルト
ルも，おなじように，死は私たちが生きることとは
無関係の偶然的出来事であり，私たちの人生の意味
は，ただひとえに，この世界の中でみずからの生の
諸可能性を追及することによってしか生じないとし
て，死を介して絶対者を垣問見るという態度を，厳
しく峻拒しました．（注5）イェイツはこの考え方
の系譜，それも最右翼に属しています．
　イェイツの伝記を書いたジョセブ・ホーンは，死
の前の一週間の記録を次のようにつづっています．
　死の一週間前の日曜日，友人夫妻がイェイッを訪
れたとき，イェイツ夫人は不在だったが，イェイツ
は寝室に夫婦を迎え入れ，みずからお茶をふるまい，
（6）
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夫妻が驚くほど生き生きと話をし，嬰礫としていた．
病床の傍らには書類が山と積まれていて，自分が創
立したアベイ座から何とか一切の責任をまぬがれる
事ができたことを語り，とてもいま幸せなんだ，だ
から探偵小説を読むことをやめて，もう一度詩作に
うちこもうと思っている，と語った．
　火曜日，イェイツは前アイルランド自由国総領事
の死を悼むねんごろな手紙を，ジョセフィン・マッ
クニール未亡人に書いている．「私はただただ，ご
夫君は国に多大な貢献をした英知と魅力にあふれる
人であった，と申し上げるしか言葉がありません」．
　木曜日，ジェラルド・ウエズレイ夫人は，午前と
午後の二回彼を見舞った．午後，イェイツの話は取
り留めなくなり，夜になって回復し，イェイツ夫人
に，‘Under　Ben　Bulben’と戯曲の訂正をさせた．
　金曜日，激痛と呼吸困難に襲われ，モルヒネで小
康を取り戻した．
　土曜日，1939年1月28日午後二時，イェイッは
死んだ．
この大詩人の最後の一週間をつづるホーンの抑制
された筆致の中からは，自己の生命の炎を最後まで
燃やし尽くした稀にみるVitalistの姿がはっきりと
浮かび上がってきます．
　‘Under　Ben　Bulben’という詩は六節からなる長
詩ですが，その最後の節はこうなっています．
　　　Under　Ben　Bulben
　　　　　　　vr
Under　bare　Ben　Bulben’s　head
In　Drumcliff　churchyard　Yeats　is　laid，
An　ancestor　was　rector　there
Long　years　ago；　a　church　stands　near，
By　the　road　an　ancient　Cross．
No　marble，　no　conventional　phrase，
On　limestone　quarried　near　the　spot
By　his　command　these　words　are　cut：
Cast　a　cold　eye
On　life，　on　death．
Horseman，　pass　by！
裸のべン・バルベンの崖頭の下
ドラムクリッフの教会墓地に
イェイッは埋葬されている，
昔ひとりの先祖がそこの教区牧師だった，
教会がそばに立ち，道端には古い十字架がある．
大理石も，決まり文句もなく，
近くから切り出した石灰石の上に
彼の命によりこの言葉が刻まれている．
冷たい目を投げよ
生に，死に．
騎馬の人，行け1
　これだけからも，自己自身を突き放してみるイェ
イツの冷徹なまなざしが伝わってくるはずです．
　最初のほうでお話ししたヌーラ・二・ゴーノル
が，三年前，私たち詩学会をアイルランドに招いて
くれ，そのとき撮った写真で，イェイツが遺言で命
じた風景を再現してみます．
Joseph　Hone　VVB．　Yeαts　1865－1939，　Macmillan，1943の
表紙写真より．
（7）
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イェイツの墓の横手から望むベン・バルベン．
「大理石も，決まり文句もなく…」遺言どおり簡素な停まいのイェイツの墓．
　　　　　　　　　　　　　　　（　11　）
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「近くから切り出した石灰石の上に／彼の命によりこの言葉が刻まれている」．
　　　　　　　　　　　　　　　　（　12　）
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　墓碑銘の三行が言っていることは，難解な謎では
ありません．それはただ生死のことなど目をくれず
ひたすらに生き抜け，と言っているのです．どれほ
ど過酷な人生であろうと，耐えて生き抜け，生命力
のかぎりを尽くして与えられた人生を生き抜き，熟
し切った木の実が地に落ち土に帰るように，死んで
いく，それをよしとせよ，シェイクスピアが言った
ように，自然の木の実と同じように人間という自然
も‘Ripeness　is　all’（成熟，それがすべてだ）と．
　シェイクスピアの‘Ripeness　is　all’という一句
は，先のイェイツのペラム夫人宛の手紙の末尾の
　人間は真実を体現できる，しかしそれを知ること
はできない…私は私の生を全うすることで真実を体
現せねばならないのです．
という言葉と酷似しています．
　このドラムクリッフの墓に刻まれた三行は，今世
紀の偉大な詩人＝Vitalistが「生を全うすることで
体現した真実」として，その前に停む人に，その人
それぞれのかけがえのない生の成熟に向かって進む
ことを促しているようです．Horseman，　pass　by　1
と．イェイッという一個年生命が生命力のかぎりを
尽くして燃え上がり，そして燃え尽きたその灰の中
から，新しく気高い生命の炎一horsemanが立ち上
がることを，墓の下のイェイツは期待したのでしょ
う．
　近頃先鋭化してきたタナトロジーの問題は，現代
医療のみならず人間文化の究極的問題として想像を
絶する困難な因子を孕んでいるように思われます．
イェイツの死は，幸福な家庭死・自宅死だったとい
えます．リルケが言ったように，このような幸福な
死は現代には稀になっているでしょう．だがイェイ
ツにとってそういうことはどうでもよかったことで
しょう．彼にとって重要だったのは，死に様ではな
く最後まで生き様であったはずです．死による生の
完成ではなく，生の生自体による成就であったはず
です．彼が身をもって示した，生死のことなど目を
くれずただひたすら生きよ，というこの頑迷ともい
える苛烈な生き様の詩学は，また一つの偉大なタナ
トロジーであると言えましょう．21世紀のタナト
ロジーは，イェイツの墓碑銘の冷たく熱い生の詩学
をくぐりぬけた医のhorsemanによって達成される
であろうことを念願して，私の最終講義を終わりま
す．
　（2000年1月26日　於東京医科大学病院臨床講堂）
注
　1．最近のNHK放送大学の認知心理学講i座で，
生気論vitalismが，従来の主体と客体の乖離に基礎
をおくlogocentric（理性的）な認知とは異なる主
体と客体の合一・融即から発するbiocentric（生命
的）な認知を構成因とするものとして語られてい
た．
　生命現象には，物理・化学に還元しえない特別の
原理・力が働いているとする生気論は，アリストテ
レスからドリーシュ，ベルクソンらにいたるが，近
代ではデカルト的機械論，現代では分子生物学の台
頭によって，葬り去られたかに見えていた．しかし
フランスの哲学者デリダらのプラトン＝キリスト教
的なロゴス中心主義的知の構造への異議申し立て
ば，ロゴス的科学的世界の外から到来するとしか言
いようのない自然力，アリストテレス＝ドリーシ
ュのいうエンテレキア，あるいは生命力への認知の
窓を開きつつあるのかもしれない．
　2．これはリアと同じ境遇のグロスターが絶望の
あまり，「このままのたれ死にさせてくれ」と言っ
たのに対するエドガーの台詞だが，三つの代表的な
日本語訳をあげると，
　坪内迫遙訳
　「人間は死ぬも生まれるも自分勝手にはならん筈
　です．何事も覚悟が第一．」
　小田島雄志訳
　「人間，がまんしなくちゃあ，
　この世にくるのもこの世を去るのも自由にはなら
　ない，
　機の熟するのを待つ覚悟がだいじです．」
福田恒存訳
　「人間，忍耐が肝腎，己れの都合でこの世を去る
　訳には行かない，こいつは出て来た時と同じ理屈
　さ，万事，木の実の熟して落ちるが如し．」
　The　Arden　ShaleesPeareもThe　New　ShakesPeareも，
（　13　）
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‘Ripeness　is　all’について，　‘The　one　important
thing　with　regard　to　death　is　that　we　should　be　ready
for　it’，また　‘All　that　matters　is　that　one　is　ready　for
death’と注記し，ハムレットが死を予感して言う
‘Readiness　is　all’（覚悟がすべて）との類似性を指
摘している．しかしThe　Arden　ShakesPeareは，さ
らに，モンテーニュの「随想録」の，どれほど長く
生きるかは問題ではない，だいじなのは，意欲，十
分に生きぬいたかいなかにある，という思想の凝縮
として読めるとし，さらに〈Matuarity＞（熟すこと）
ということばについて，いかなる欠如もなくいかな
る過剰もない盈ちた状態をあらわすとし，果物が熟
したということは食すにふさわしく収穫の時がきた
ということであり，したがってそこにはくready＞
とくripe＞の二つの意味があるという説を紹介して
いる．この点から考えれば，福田訳がもっともふさ
わしいと言える．『リア王』のくRiPeness　is　all＞に
おいて，シェイクスピアの死生観は，『ハムレット』
のくReadiness　is　all＞よりは成熟しているのだ．
　3．イェイツ研究の権威リチャード・エルマンに
よると，スタイナッハ手術（Steinach　operation）
は，1918年オーストリアの生理学者Eugen
Steinachが開発した回春手術で，1920年代に流行
し，たとえばウィーンでは，百人あまりの教師・大
学教授がこの手術を受け，その中の一人にフロイト
がおり，彼は1923年にこの手術を受けている．
　1934年69歳になったイェイツは，ある友人に
sexual　powerが衰えたことを嘆いた．友人が冗談半
分にスタイナッハ手術のことを話したところ，イェ
イツはすぐさま図書館に駆けつけ，ロンドンの外科
医Norman　Haireが著した1～吻彬πα’翻（1924）と
いう書物を読んだ．そこには，ヘーア自身当時すで
に25例の手術をし，おおむねよい結果を得ている，
手術は30分ですみ，猿の生殖腺などは使わない，
などと書かれていた．
　「これ 今日，私たちが精管切除（vasectomy）
として知っているものであり，精管にメスを入れそ
の一部を取り除き，両端を結索する．スタイナッハ
理論は，残念ながら現代では否定されているが，男
性ホルモンの産出がそれによって促進され，全身の
機能を活性化するというものだった」，とエルマン
は述べている．
　イェイツはロンドンに渡り，ヘーアをたずねる．
　「12年後，ヘーアは私への手紙に，そのときイェ
イッは，ここ3年ばかりまったく詩作のインスピレ
ーションが湧かず，なにも新しいものがっくれない
と，彼に話したと書いている．イェイッは詩ととも
に性的力を取り戻すため手術を受けねばならないと
思ったのだ．詩作と性愛行為はつねに彼の中で結び
ついており，一方ができないということはもう一方
もできないということだった．…ヘーアはこの著名
な患者を1934年4月の第1週に手術した」．
　Richard　Ellmann，　17VB．　Yeats’s　Second　Puberty，’　A
lecture　delivered　at　the　Library　of　Congress　on　Apri1
2，　1984，　Library　of　Congress　Washington　1985．
　4．山崎弘行著『イェイツとオリエンタリズム
ー解釈学的立場から』近代文芸社，1996．
5．『哲学・思想事典』岩波書店，1998．
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